
掲載年等 雑誌(書）名　巻：頁-頁 個人名

2022年6月
Journal of Stroke and Cerebrovascular Disease, Vol. 31,

No.6(june), 2022: 106442
幣憲一郎　他

2022年5月
Journal of Diabetes Investigation, 2022 Dec; 13(12):

2063-2072. doi: 10.1111/jdi.13893.
幣憲一郎　他

掲載年月 書名．（巻）．発行所、p頁-頁 個人名

2022年4月
レジデントのための栄養管理入門．文光堂、p38-39、p47-

60

藤田美晴

幣憲一郎

2022年4月
レジデントのための栄養管理入門．文光堂、p40-43、p44-

46、P61-63

幣憲一郎

小林亜海

2022年5月
ヘルスケア・レストラン．2022年5月．日本医療企画、

p20-21

幣憲一郎

小林亜海

2022年6月 糖尿病ケア+．245号．メディカ出版、p137-138 大島志のぶ

2022年6月 糖尿病ケア+．245号．メディカ出版、p139-141 嶋田義仁

2022年6月 糖尿病ケア+．245号．メディカ出版、p142-143 登由紀子

2022年6月 糖尿病ケア+．245号．メディカ出版、p144-145 井田めぐみ

2022年9月 糖尿病ケア+．247号．メディカ出版、p114-115 嶋田義仁

2022年9月
臨床栄養．第141巻　第４号（臨床栄養増刊号）、ｐ548-

552　2022年9月
幣憲一郎

2022年11月
臨牀透析．2022年11月．日本メディカルセンター、ｐ31-

35

浅井加奈枝

藤田美晴

幣憲一郎

2022年12月 Geriatric Medicine. Vol.60 No.12: P119-1124, 2022 幣憲一郎

【 ③学会・研究会発表 】全国規模の学会，研究会

開催年月 学会・研究会名 個人名

2022年8月 The 8th Asian Congress of Dietetics. 2022 幣憲一郎

2022年11月 第32回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会学術集会 大島綾子

2022年11月 第63回日本児童青年精神医学会総会 中谷美幸

2023年1月 第26回日本病態栄養学会年次学術集会 小林亜海

2023年1月 第26回日本病態栄養学会年次学術集会 中谷美幸

2023年1月 第26回日本病態栄養学会年次学術集会 嶋田義仁

2023年2月 第57回糖尿病学の進歩 幣憲一郎

2023年2月
第60回　糖尿病診療－最新の動向

医師・医療スタッフ向け研修講座
幣憲一郎

2023年2月 第42回食事療法学会 幣憲一郎

甲状腺機能亢進症患者の推定エネルギー必要量の検

討

高齢者糖尿病患者の栄養評価と食事面からのサポー

ト

高齢者糖尿病患者に対する栄養・食事療法の留意点

「特定機能病院における管理栄養士の病棟配置推進

の現状と課題」

The Role of Certified Specialist of Registered

Dietitian for Diabetes (CSRDD) in the Prevention

and Treatment of Diabetes in Japan.

肺移植術後入院期間中の体重維持を目的とした必要

エネルギー量の検討
神経発達症の睡眠問題に対する多職種連携入院プロ

グラム～第三報：多職種連携における管理栄養士の

役割～

外来化学療法を受けている乳がん患者における味覚

障害の実態と栄養管理の在り方について

診断早期の適正な栄養量評価に体組成測定が有用で

あった、1型糖尿病・バセドウ病の合併例

決められたエネルギー摂取量の範囲なら、何を食べ

てもいいの？

仕事の実際から資格取得のウラ側まで　突撃！

CDEJ密着レポート

糖尿病-高齢者糖尿病に対する食事療法の実際-

透析患者における口腔状態の把握/嚥下状態の把握

高齢者の糖尿病と栄養　-高齢者糖尿病に起こり得

る栄養不良を中心に-

演題名

第5章　経口栄養　1.摂食嚥下機能の評価　4.病院食

第5章　経口栄養　2.食事栄養オーダーの方法　3.院

内の給食システムの運用　5.栄養食事指導

疾患に対する専門性の高い栄養介入で治療継続をサ

ポートしていく

糖尿病では糖質や炭水化物を減らせばいいんだよ

ね？

食物繊維ってどうやってたくさんとるの？

自分が目指すべき体重や1日のエネルギー摂取量は

どうやったらわかるの？

【 ①論文等 】

題名

Association of Physical Activity and Nutrition

Intake with Muscle Quantity and Quality Changes

in Acute Stroke Patients.
Year-long effects of COVID-19 restrictions on

glycemic control and body composition in patients

with glucose intolerance in Japan: A single-center

retrospective study.

【 ②著書等 】
 題名・分担項目名

（共著の場合）



【 ④講演会 】全国規模の講演

講演年月 講演会名 個人名

2022年4月 第23回WEBヘルシーネットワークセミナー2022春夏 小林亜海

2022年4月 第23回WEBヘルシーネットワークセミナー2022春夏 浅井加奈枝

2022年4月 第23回WEBヘルシーネットワークセミナー2022春夏 幣　憲一郎

2022年10月 日本病態栄養専門管理栄養士のための更新者用セミナー 浅井加奈枝

2023年1月 高齢者糖尿病の併存症 Web Seminar 幣　憲一郎

【 ⑤表彰 】学会からの表彰

学会名 個人名

第26回日本病態栄養学会年次学術集会 小林亜海

第26回日本病態栄養学会年次学術集会 嶋田義仁

【 ⑥表彰 】国もしくは都道府県知事からの表彰　（栄養士会の表彰は除きます）

個人名

幣憲一郎

受　　賞　　名

一般演題座長賞

一般演題座長賞

受　　賞　　名

医学教育等関係業務功労者　文部科学大臣表彰

演題名

化学療法中患者への栄養指導～消化管がん～

高齢CKD患者の1症例を振り返る

「コロナ禍におけるオンライン栄養指導の現状と課

題」

腎臓病における栄養療法

高齢者糖尿病患者への食事療法で注意すべきポイン

ト！


